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℡ ０９９６－２０－１８７０

発行責任者 会 長 赤﨑 弘熙
地区スローガン 【見守り・声かけ・くまんじょの輪】

今
月
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

隈之城駅の環境整備
隈之城駅の年４回の花植え作業。毎回お手伝いして下さる方々に心から感謝し

ます。夏の草が生い茂る時期は、草刈り機で何時間も作業して頂きました。駅の
利用者に喜ばれております。日頃「れいめい高校」の生徒さんにもご協力頂き、
トイレ清掃もしております。これからも駅を気持ちよく利用して頂くために、環
境整備、清掃など、励んでいきます。

層

塔

三
重
塔
や
五
重
塔
よ
う
な
塔

軸
を
奇
数
積
み
上
げ
た
多
層
塔

を
い
う
。
奈
良
時
代
か
ら
後
世

ま
で
造
ら
れ
て
い
る
。
写
真
は

宮
崎
町
六
反
平
の
層
塔
で
薩
摩

氏
の
祖
頴
娃
三
郎
忠
永
の
供
養

塔
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

薩
摩
国
分
寺
跡
の
層
塔
が
知
ら

れ
て
お
り
、
往
時
国
分
寺
に
は

木
造
の
七
重
塔
が
建
て
ら
れ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

宝

塔

平
安
時
代
後
期
天
台
宗
、
真

言
宗
で
使
用
さ
れ
た
石
塔
で
市

内
に
は
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
。

写
真
は
宮
崎
町
赤
沢
津
森
殿

原
の
宝
塔
で
薩
摩
六
郎
忠
永
夫

妻
の
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

薩
摩
氏
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉

時
代
に
か
け
て
勢
力
を
振
る
っ

た
。
成
枝
氏
、
成
岡
氏
、
若
松

氏
等
多
く
に
分
流
し
た
。

宝
篋
印
塔

鎌
倉
時
代
か
ら
仏
教
各
宗
派

に
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
南
九

州
で
は
禅
宗
系
の
曹
洞
宗
に
多

く
用
い
ら
れ
た
。

写
真
は
隈
之
城
墓
地
大
源
寺

跡
の
入
来
院
十
一
代
重
聡
の
墓

で
あ
る
。
入
来
院
氏
は
一
時
期

隈
之
城
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
。

か
っ
て
武
士
は
禅
宗
を
信
仰
し

て
お
り
各
地
に
多
く
の
宝
篋
印

塔
が
残
さ
れ
て
い
る
。

隈
之
城
地
区
に
多
く
見
ら
れ
る
石
塔

そ
の
他
無
縫
塔
（
卵
塔
）、
六
地
蔵
塔
、
庚
申
塔
、
板
碑
等
が

あ
る
が
こ
れ
ら
の
石
塔
は
全
て
供
養
塔
や
墓
で
あ
り
、
そ
こ

ら
の
文
化
財
で
は
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。

令
和
四
年
度
の
自
主
教
室
学
級
生

募
集
は
裏
面
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、

休
講
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
楽
し
く
学
習
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

地
区
コ
ミ
は
、
通
常
、

土
日
祝
は
お
休
み
で
す
。

ほ
か
第
１
月
曜
日
は
セ

ン
ト
ピ
ア
休
館
日
で
す
。

４
月
の
休
館
日
は
４

月
４
日(

月)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

過去のコミ
協だよりを
ご覧になり
たいときは

お願い

先日、隈小前で痛ましい

交通事故が発生しました。

朝夕の登下校時間は、児

童や自転車の生徒等、大

勢いるので、十分に注意し

て下さい。

五

輪

塔

平

安

末

期

か

ら

造

ら

れ

た

石

塔

で

供

養

塔

・

墓

と

し

て

使

わ

れ

る
。

石

塔

は

上

よ

り

空

輪

は

六

角

形
、

風

輪

は

半

月

形
、
火
輪
は
三
角
形
、
水

輪

は

円

球

形
、

地

輪

は

方

角

形

で
、

そ

れ

ぞ

れ

に
種
字
（
梵
字
）
が
記
さ

れ

て

い

る

も

の

も

あ

り

現

在

も

建

立

さ

れ

て

い

る
。

隈

之

城

地

区

に

は

塔

の

残

欠

は

多

数

み

ら

れ

る

が

完

全

な

も

の

は

見

当

た

ら

な

い
。

写

真

は

永

利

の

萬

福

寺

跡

の

五

輪

塔

で
、

右

下

は

青

山

松

尾

神

社

の

五

輪

塔

残
欠
で
あ
る
。




